にじゅう まわ 

私 は、 こたつに 足 をつつ こみ、 二重 廻し を 着た まま 

で. |K た。 

夜中に、 ふと 眼が さめた。 まっくら である。 数秒 間、 

私 は 自分のう ちで 寝て いるよう な 気がして いた。 足 を 

少しう ごかして、 自分が 足袋 を はいている ままで 寝て 

き づ 

いるのに 気附 いて はっとした。 しまった！ いけね 

え ！ 

ああ、 このような 経験 を、 私 はこれ まで、 何百 回、 

何千 回、 くりかえした 事 か。 

うな 

私 は、 唸った。 

「お 寒くありません？」 



と、 キク ちゃんが、 くらやみの 中で 言った。 

私と 直角に、 こたつに 足 を 突 込んで 寝て いるよう で 

ある。 

「いや、 寒くない ご 

私 は 上半身 を 起して、 

「窓から 小便しても いいかね ご 

と 言った。 

「かまいません わ。 その ほうが 簡単で いい わご 

「キクち やん も、 時々 や るん じ やねえ かご 

でんとう 

私 は 立 上って、 電燈の スィッチ を ひねった。 つかな 

ヽ o 

レ 



ごいて、 一瞬 大きく、 あかるく なり、 それから、 じじ 

と 音を立てて、 みるみる 小さく いじけて 行って、 消え 

た。 

しらじらと 夜が 明けて いたので ある。 

部屋 は 薄明る く、 もはや、 くらやみではなかった の 

である。 

私 は 起きて、 帰る 身支度 をした。 

(「新 思潮」 昭和 二十 一 一年 七月 号) 
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